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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　翼根側に隣接する隣接部に対して先端側が翼背側または翼腹側に曲成されたウィングレ
ットを備えた風車翼であって、
　前記隣接部の翼軸線の半径方向外挿線に対して前記ウィングレットの翼軸線が成す角度
であるCANT角が１５°以上５５°以下とされ、
　前記ウィングレットが前記隣接部に対して曲成される開始位置であるCANT位置が、該ウ
ィングレットのCANT角を０とした際の翼半径をＲとした場合、９７．０％Ｒ以上９８．５
％Ｒ以下とされていることを特徴とする風車翼。
【請求項２】
　前記ウィングレットは、その先端側に位置して翼軸線が略直線状とされた先端部と、そ
の基端側に位置して前記隣接部に対して曲成された曲成部と、を有し、
　該曲成部は、前記CANT角を満たすように漸次曲成されていることを特徴とする請求項１
に記載の風車翼。
【請求項３】
　風車タワーの風上側に配置される場合、前記ウィングレットは、翼腹側に曲成されてい
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の風車翼。
【請求項４】
　風車タワーの風下側に配置される場合、前記ウィングレットは、翼背側に曲成されてい
ることを特徴とする請求項１又は２に記載の風車翼。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載された風車翼と、
　該風車翼の翼根側に接続され、該風車翼によって回転させられるロータと、
　該ロータによって得られた回転力を電気出力に変換する発電機と、
を備えていることを特徴とする風力発電装置。
【請求項６】
　翼根側に隣接する隣接部に対して先端側が翼背側または翼腹側に曲成されたウィングレ
ットを備えた風車翼の設計方法であって、
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　前記ウィングレットが前記隣接部に対して曲成される開始位置であるCANT位置よりも長
い翼半径を有するとともにCANT角を０とした基準翼に対して、風車翼が発生するトルクが
増大し、かつ、風車翼の翼根に生じるモーメントが減少するように、前記隣接部の翼軸線
の半径方向外挿線に対して前記ウィングレットの翼軸線が成す角度であるCANT角を決定す
ることを特徴とする風車翼の設計方法。
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